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労
）・
本ほ

ん

郷ご
う

千ち

加か

子こ

さ
ま（
民

生
安
定
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
表
彰　

野の

田だ

悟さ
と
る

さ
ま
・
遠え

ん

藤ど
う

亮り
ょ
う

さ
ま（
消
防

防
災
功
労
）・
さ
く
ら
グ
ル
ー

プ
さ
ま（
社
会
福
祉
功
労
）・

熊く
ま

谷が
い

か
ち
江え

さ
ま（
治
安
功

労
）

▼
宮
城
県
知
事
賞
・
最
優
秀

賞　

山や
ま

内う
ち

三み

重え

さ
ま
・
い
ろ

葉は

さ
ま（
歯
つ
ら
つ
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀

賞
）

▼
宮
城
県
知
事
感
謝
状　

三み

浦う
ら

憲け
ん

次じ

さ
ま
・
後ご

藤と
う

勝か
つ

則の
り

さ

ま
・
小お

嶋じ
ま

初は
つ

美み

さ
ま
・
渋し

ぶ

谷や

よ
し
子こ

さ
ま
・
阿あ

部べ

晃こ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ま
・
大お

お

澤さ
わ

栄え
い

志し

さ
ま
・
石い

し

川か
わ

と
み
子こ

さ
ま（
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
）

▼
公
益
財
団
法
人
日
本
消
防

協
会
長
表
彰　

伊い

藤と
う

晃あ
き
ら

さ
ま

（
消
防
功
労
精
績
章
）・
青あ

お

栁や
ぎ

清き
よ
し

さ
ま
・
浅あ

さ

野の

和か
ず

則の
り

さ
ま（
消

防
功
労
勤
続
章
）

▼
公
益
財
団
法
人
全
国
防
犯

協
会
連
合
会
長
表
彰　

門も
ん

田で
ん

進し
ん

作さ
く

さ
ま（
防
犯
功
労
）

▼
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議

会
表
彰　

遠え
ん

藤ど
う

要よ
う

之の

助す
け

さ
ま

（
町
村
監
査
功
労
）

《
功
労
者
》

　

国
や
宮
城
県
な
ど
か
ら
受

け
た
叙
勲
・
表
彰
な
ど
の
功

績
を
紹
介

【
令
和
２
年
度
】

▼
叙
勲　

砂い

さ

ご金
隆た

か

夫お

さ
ま（
旭

日
小
綬
章
）・
千ち

葉ば

仁じ
ん

さ
ま（
旭

日
単
光
章
）・
故
小お

野の

寺で
ら

正た
だ
し

さ

ま（
旭
日
単
光
章
）・
伊い

藤と
う

一か
ず

夫お

さ
ま（
瑞
宝
単
光
章
）

▼
総
務
大
臣
表
彰　

髙た
か

橋は
し

茂し
げ

一か
ず

さ
ま（
統
計
調
査
員
と
し
て

の
功
績
）・
涌
谷
町（
全
国
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
一
枚
写
真
部

で
表
彰
）

▼
厚
生
労
働
大
臣
表
彰　

本ほ
ん

郷ご
う

千ち

加か

子こ

さ
ま（
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
の
功
績
）

▼
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状　

佐さ

藤と
う

義よ
し

昭あ
き

さ
ま
・
故
今こ

ん

野の

武た
け

則の
り

さ
ま
・
佐さ

さ々

木き

す
み
子こ

さ

ま
・
和い

ず

み泉
光み

つ

秋あ
き

さ
ま
・
及お

い

川か
わ

政ま
さ

義よ
し

さ
ま
・
本ほ

ん

郷ご
う

千ち

加か

子こ

さ

ま
・
山や

ま

田だ

等ひ
と
し

さ
ま
・
浅あ

さ

野の

伸の
ぶ

彦ひ
こ

さ
ま
・
安あ

ん

藤ど
う

美み

和わ

子こ

さ
ま

（
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
）

▼
消
防
長
官
表
彰　

鎌か
ま

田た

弘ひ
ろ
し

さ
ま
・
佐さ

藤と
う

安や
す

憲の
り

さ
ま
・
髙た

か

橋は
し

均ひ
と
し

さ
ま（
永
年
勤
続
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
文
化
の
日
表

彰　

小お

野の

寺で
ら

衞ま
も
る

さ
ま（
産
業
功

令和３年涌谷町表彰式

例年7月15日に旧箟岳村と旧涌谷町の合併を記念した建町記念式典について、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止の観点から各分野の代表者に絞って授与のみを行う規模を縮小した表彰式

として、涌谷公民館交流ホールで開催しました。
　令和2年および令和3年で対象となった個人・団体の皆さまについて、功績を紹介するとともに、
表彰状・褒状・感謝状をお贈りしました。今後とも涌谷町の財政再建ならびに町勢発展にご協力
いただきますよう、お願いいたします。

広 報 わ く や 令和3年8月1日発行 ― 2 ―



（
旭
日
単
光
章
）・
石い

し

川か
わ

清き
よ

人と

さ
ま（
瑞
宝
双
光
章
）・
遠え

ん

藤ど
う

賢け
ん

一い
ち

さ
ま（
瑞
宝
単
光
章
）

▼
消
防
長
官
表
彰　

高た
か

橋は
し

英ひ
で

夫お

さ
ま（
消
防
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
文
化
の
日
表

彰　

門も
ん

田で
ん

善よ
し

則の
り

さ
ま（
地
方
自

治
功
労
）・
伊い

藤と
う

晃あ
き
ら

さ
ま
・
手て

嶋し
ま

一い
ち

郎ろ
う

さ
ま
・
若わ

か

山や
ま

正ま
さ

則の
り

さ

ま
・
阿あ

部べ

稔み
の
る

さ
ま（
消
防
防
災

功
労
）・
故
今こ

ん

野の

武た
け

則の
り

さ
ま（
民

生
安
定
功
労
）・
熊く

ま

谷が
い

か
ち
江え

さ
ま（
交
通
安
全
功
労
）

▼
宮
城
県
知
事
表
彰　

畠は
た
け

山や
ま

幸ゆ
き

雄お

さ
ま
・
佐さ

さ々

木き

浩ひ
ろ
し

さ
ま
・

小こ

堤づ
つ
み

俊と
し

宏ひ
ろ

さ
ま
・
佐さ

さ々

木き

孝た
か

明あ
き

さ
ま
・
齋さ

い

藤と
う

秀ひ
で

紀の
り

さ
ま
・

佐さ

さ々

木き

慎し
ん

治じ

さ
ま
・
芦あ

し

田だ

達た
つ

哉や

さ
ま
・
菅か

ん

野の

裕ゆ
う

二じ

さ
ま
・

安あ

部べ

昭あ
き

典の
り

さ
ま
・
佐さ

藤と
う

正ま
さ

彦ひ
こ

さ
ま
・
浅あ

さ

野の

浩ひ
ろ
し

さ
ま（
消
防
防

災
功
労
）・
佐さ

さ々

木き

信の
ぶ

之ゆ
き

さ
ま

▼
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
長
表
彰　

和い

ず

み泉
光み

つ

秋あ
き

さ
ま（
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽

力
）

▼
東
北
防
犯
協
会
連
絡
協
議

会
長
東
北
管
区
警
察
局
長
連

名
表
彰　

遠え
ん

藤ど
う

軍ぐ
ん

治じ

さ
ま（
防

犯
功
労
）

▼
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
防

犯
協
会
連
合
会
長
宮
城
県
警

察
本
部
長
連
名
表
彰　

大お
お

平だ
い
ら

勇い
さ
む

さ
ま（
防
犯
功
労
）

▼
宮
城
県
町
村
議
会
議
長
会

議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル　

涌

谷
町
議
会
さ
ま（
入
選
）

【
令
和
３
年
度
】

▼
叙
位　

故
木き

村む
ら

宥ゆ
う

昭し
ょ
う

さ
ま

（
従
六
位
）

▼
叙
勲　

中な
か

村む
ら

功い
さ
お

さ
ま（
旭
日

小
綬
章
）・
小お

野の

寺で
ら

衞ま
も
る

さ
ま（
旭

日
単
光
章
）・
長な

が

﨑さ
き

達た
つ

雄お

さ
ま

（
社
会
福
祉
功
労
）・
佐さ

さ々

木き

富ふ

貴き

代よ

さ
ま（
保
健
衛
生
功

労
）・
安あ

倍べ

清き
よ
し

さ
ま
・
清せ

い

和わ

田だ

務つ
と
む

さ
ま（
交
通
安
全
功
労
）・

宮み
や

野の

雅ま
さ

光み
つ

さ
ま（
教
育
功
績
者

功
労
）・
勝か

つ

又ま
た

ふ
み
さ
ま（
防

火
防
災
活
動
へ
の
貢
献
）

▼
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
防

犯
協
会
連
合
会
長
宮
城
県
警

察
本
部
長
連
名
表
彰　

大お
お

和わ

田だ

通と
お
る

さ
ま（
防
犯
功
労
）

▼
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
会
長
表
彰　

村む
ら

上か
み

和か
ず

郎ろ
う

さ

ま（
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の

功
績
）

《
表
彰
》

涌
谷
町
の
表
彰
基
準
に
該
当

し
特
に
顕
著
な
功
績
を
挙
げ

た
人
を
表
彰

【
令
和
２
年
度
】

▼
統
計
功
労　

小お

野の

寺で
ら

文ふ
み

夫お

さ
ま
・
黒く

ろ

田だ

善ぜ
ん

一い
ち

さ
ま（
統
計

調
査
員
と
し
て
の
功
績
）

▼
民
生
安
定
功
労　

須す

合ご
う

節せ
つ

子こ

さ
ま（
健
康
推
進
員
と
し
て

の
功
績
）・
故
今こ

ん

野の

武た
け

則の
り

さ
ま
・

安あ
ん

藤ど
う

美み

和わ

子こ

さ
ま
・
髙た

か

橋は
し

玲れ
い

子こ

さ
ま
・
佐さ

さ々

木き

信の
ぶ

之ゆ
き

さ
ま
・

勝か
つ

又ま
た

ふ
み
さ
ま（
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
の
功
績
）

▼
産
業
功
労　

本ほ
ん

間ま

伸し
ん

一い
ち

さ

ま
・
鎌か

ま

田た

康や
す
し

さ
ま
・
高た

か

橋は
し

英ひ
で

夫お

さ
ま（
遠
田
商
工
会
員
と
し

て
の
功
績
）・
永な

が

沼ぬ
ま

哲て
つ

士し

さ
ま

（
涌
谷
町
和
牛
改
良
組
合
員
と

し
て
の
功
績
）

▼
治
安
功
労　

鷲わ
し

足あ
し

一か
ず

彦ひ
こ

さ

ま
・
金か

な

澤ざ
わ

金か
ね

光み
つ

さ
ま
・
濱は

ま

田だ

政ま
さ

美み

さ
ま
・
入い

り

生う

田だ

栄え
い

一い
ち

さ

ま
・
小こ

泉い
ず
み

德の
り

夫お

さ
ま
・
黒く

ろ

沢さ
わ

敏と
し

彦ひ
こ

さ
ま（
涌
谷
町
防
犯
協
会

員
と
し
て
の
功
績
）

▼
消
防
功
労　

佐さ

藤と
う

勝か
つ

見み

さ

ま
・
菅す

が

原わ
ら

栄え
い

一い
ち

さ
ま
・
浅あ

さ

野の

和か
ず

則の
り

さ
ま
・
中な

か

澤ざ
わ

裕ゆ
う

紀き

さ
ま

（
涌
谷
町
消
防
団
員
と
し
て
の

功
績
）・
小お

野の

秀し
ゅ
う

一い
ち

さ
ま（
涌

谷
町
消
防
団
世
話
係
会
員
と

し
て
の
功
績
）

【
令
和
３
年
度
】

▼
納
税
貯
蓄
功
労　

小お

野の

寺で
ら

富と
み

雄お

さ
ま（
涌
谷
町
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
長
と
し
て
の
功

績
）

▼
社
会
福
祉
功
労　

平ひ
ら

塚つ
か

一か
ず

弘ひ
ろ

さ
ま（
涌
谷
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
の
功
績
）

▼
治
安
功
労　

大お
お

平だ
い
ら

勇い
さ
む

さ
ま
・

佐さ

さ々

木き

盛さ
か
り

さ
ま
・
安あ

ん

藤ど
う

一か
ず

彦ひ
こ

さ
ま
・
千ち

葉ば

利と
し

一い
ち

さ
ま
・
大お

お

友と
も

弓ゆ
み

二じ

さ
ま（
涌
谷
町
防
犯
協

会
員
と
し
て
の
功
績
）

▼
消
防
功
労　

冨と
み

田た

辰と
き

郎お

さ

ま
・
鈴す

ず

木き

文ふ
み

芳よ
し

さ
ま
・
皆み

な

川か
わ

伸し
ん

也や

さ
ま
・
阿あ

部べ

明あ
き
ら

さ
ま
・

武た
け

田だ

保や
す

彦ひ
こ

さ
ま
・
安あ

ん

藤ど
う

一か
ず

彦ひ
こ

さ
ま
・
千せ

ん

石ご
く

清き
よ
し

さ
ま
・
田た

中な
か

幸ゆ
き

浩ひ
ろ

さ
ま
・
伊い

藤と
う

春は
る

季き

さ
ま
・

木き

村む
ら

勤つ
と
む

さ
ま（
涌
谷
町
消
防
団

員
と
し
て
の
功
績
）

▼
民
生
安
定
功
労　

黒く
ろ

田た

一い
ち

郎ろ
う

さ
ま
・
伊い

藤と
う

稔み
の
る

さ
ま（
公
衆

衛
生
組
合
長
と
し
て
の
功
績
）
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兵
庫
県
学
校
厚
生
会
理
事
長

賞　

大お
お

和わ

田だ

莉り

穂ほ

さ
ま（
涌
谷

中
学
校
３
年
）・
全
国
入
賞
特

別
賞（
花
房
賞
）及お

い

川か
わ

琉る

衣い

さ

ま（
涌
谷
中
学
校
１
年
）

▼
令
和
元
年
度
山
火
事
予
防

ポ
ス
タ
ー
用
原
画
及
び
標
語

日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
長

賞　

木き

村む
ら

藍あ
い

里り

さ
ま（
涌
谷
中

学
校
２
年
）・
入
選　

秋あ
き

山や
ま

侑ゆ
う

輝き

さ
ま（
涌
谷
中
学
校
２
年
）

▼
宮
城
県
造
形
作
品
展
入
選

高た
か

橋は
し

柚ゆ
ず

花か

さ
ま（
涌
谷
第
一
小

学
校
２
年
）

▼
宮
城
県
交
通
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
県
警

本
部
長
賞　

藤ふ
じ

村む
ら

穂ほ

薫の
か

さ
ま

（
箟
岳
白
山
小
学
校
６
年
）

▼
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
in

あ
い
ち
宮
城
県
予
選
会
小
学

生
団
体
演
武
の
部
並
び
に
第

72
回
宮
城
県
民
体
育
大
会

２
０
１
９
少
林
寺
拳
法
演
武

大
会
団
体
演
武
少
年
団
体
茶
・

黒
帯
の
部
第
１
位　

平ひ
ら

塚つ
か

誓せ
い

也や

さ
ま（
涌
谷
第
一
小
学
校
６

年
）・
和わ

田だ

心み

花は
な

さ
ま（
涌
谷

第
一
小
学
校
５
年
）・
大お

お

上か
み

達た
つ

也や

さ
ま（
涌
谷
第
一
小
学
校
６

年
）

▼
第
72
回
宮
城
県
民
体
育
大

東
北
大
会
銀
賞　

涌
谷
町
立

涌
谷
第
一
小
学
校
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
さ
ま

▼
令
和
２
年
度
炎
天
寺
一
茶

ま
つ
り
全
国
小
中
学
生
俳
句

大
会
秀
逸　

八や

城し
ろ

梢そ

愛あ

さ
ま

（
涌
谷
第
一
小
学
校
１
年
）・

岩い
わ

渕ぶ
ち

風ふ
う

馬ま

さ
ま（
涌
谷
第
一
小

学
校
５
年
）・
入
選　

伊い

藤と
う

舞ま

衣い

子こ

さ
ま（
涌
谷
第
一
小
学
校

６
年
）・
秋あ

き

山や
ま

躍や
く

斗と

さ
ま（
涌

谷
第
一
小
学
校
６
年
）

▼
第
16
回
全
国
こ
ど
も
絵
画

選
抜
展
２
０
２
０
全
国
入
賞

兵
庫
県
学
校
厚
生
会
理
事
長

賞　

砂い

さ

ご金
桃も

も

子こ

さ
ま（
涌
谷
中

学
校
３
年
）・
全
国
入
賞
森
は

な
賞　

鈴す
ず

木き

采あ
や

紗さ

さ
ま（
涌
谷

中
学
校
３
年
）

▼
第
80
回
全
国
教
育
美
術
展

全
国
特
選　

島し
ま

陰か
げ

結ゆ

羽う

さ
ま

（
涌
谷
中
学
校
２
年
）・
全
国

入
選（
佳
作
）三み

浦う
ら

千ち

怜さ
と

さ
ま

（
涌
谷
中
学
校
２
年
）

▼
第
36
回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
入
選　

髙た
か

梨な
し

こ
こ

ろ
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
２
年
）

《
感
謝
状
》

　

町
に
対
し
て
多
大
な
寄
付

を
さ
れ
た
人
や
各
行
政
区
長

か
ら
推
薦
さ
れ
た
地
域
の
隠

れ
た
善
行
者
な
ど
を
対
象
に

感
謝
状
を
贈
呈

【
令
和
２
年
度
】

［
寄
付
］

▼
町
行
政
の
運
営
に
深
く
理

解
を
寄
せ
ら
れ
多
大
の
寄
付

　

立り
っ

正し
ょ
う

佼こ
う

成せ
い

会か
い

石い
し
の

巻ま
き

教き
ょ
う

会か
い

涌わ
く

谷や

道ど
う

場じ
ょ
う　

石い
し

森も
り

利り

江え

子こ

さ
ま
・

目め

澤ざ
わ

伸の
ぶ

枝え

さ
ま
・
城
山
区
自

治
会
会
長　

櫻さ
く
ら

井い

信ま
こ
と

さ
ま

▼
教
育
行
政
の
運
営
に
深
く

理
解
を
寄
せ
ら
れ
多
大
の
寄

付　

町
民
ゴ
ル
フ
大
会
実
行

委
員
会
委
員
長　

本ほ
ん

間ま

伸し
ん

一い
ち

さ
ま
・
伊い

藤と
う

内な
い

科か

小し
ょ
う

児に

科か

医い

院い
ん　

伊い

藤と
う

博ひ
ろ

司し

さ
ま
・
涌
谷

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長　

柴し
ば

興こ
う

章し
ょ
う

さ
ま
・
結ゆ

う

城き

一い
ち

郎ろ
う

さ

ま
・
鈴す

ず

木き

正し
ょ
う

司じ

さ
ま

▼
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に

よ
る
被
害
へ
の
支
援
と
し
て

多
大
の
寄
付　

小お

浜ば
ま

市し

市し

長ち
ょ
う

松ま
つ

崎ざ
き

晃こ
う

治じ

さ
ま
・
華け

厳ご
ん

宗し
ゅ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

東と
う

大だ
い

寺じ

別べ
っ

當と
う　

狹さ

川が
わ

普ふ

文も
ん

さ
ま
・
涌
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
会
長　

柴し
ば

興こ
う

章し
ょ
う

さ
ま
・

株
式
会
社
エ
コ
サ
ー
ブ
代
表

取
締
役　

齋さ
い

藤と
う

信ま
こ
と

さ
ま
・
特

定
非
営
利
活
動
法
人
大
崎
タ

イ
ム
ス
福
祉
部
理
事
長　

伊い

藤と
う

卓た
く

二じ

さ
ま

《
褒
状（
受
賞
時
の
学
年
）》

　

各
小
学
校
・
中
学
校
か
ら

推
薦
さ
れ
た
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
で
顕
著
な
成
績
を
残

し
た
児
童
・
生
徒
を
対
象
に

表
彰

【
令
和
２
年
度
】

▼
第
30
回
全
国
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
ど
も
絵

画
展
中
学
生
の
部
優
秀
賞　

藤ふ
じ

村む
ら

亜あ

吹す

風か

さ
ま（
涌
谷
中
学

校
３
年
）

▼
第
44
回
「
ご
は
ん
・
お
米

と
わ
た
し
」
作
文
・
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
図
画
三
部
文
部
科

学
大
臣
賞　

皆み
な

川か
わ

泉い
ず
み

さ
ま（
涌

谷
中
学
校
２
年
）

▼
令
和
２
年
用
国
土
緑
化
運

動
・
育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原

画
コ
ン
ク
ー
ル
宮
城
県
優
秀

賞
全
国
審
査　

鈴す
ず

木き

采あ
や

紗さ

さ

ま（
涌
谷
中
学
校
２
年
）

▼
第
79
回
全
国
教
育
美
術
展

特
選　

砂い

さ

ご金
桃も

も

子こ

さ
ま（
涌
谷

中
学
校
２
年
）・
特
選　

鈴す
ず

木き

采あ
や

紗さ

さ
ま（
涌
谷
中
学
校
２

年
）・
入
選（
佳
作
）　

男お
と
こ

澤ざ
わ

ひ

か
る
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
３

年
）

▼
第
15
回
全
国
こ
ど
も
絵
画

選
抜
展
２
０
１
９
全
国
入
賞

会
２
０
１
９
少
林
寺
拳
法
演

武
大
会
団
体
演
武
少
年
団
体

白
・
黄
帯
の
部
第
１
位　

大お
お

上か
み

航こ
う

也や

さ
ま（
涌
谷
第
一
小
学

校
２
年
）

▼
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
in

あ
い
ち
宮
城
県
予
選
会
中
学

生
団
体
演
武
の
部
並
び
に
少

林
寺
拳
法
全
国
大
会
in
あ
い

ち
宮
城
県
予
選
会
組
演
武
中

学
男
子
の
部
、
第
72
回
宮
城

県
民
体
育
大
会
２
０
１
９
少

林
寺
拳
法
演
武
大
会
団
体
演

武
中
学
生
の
部
第
１
位　

木き
む

村ら

京き
ょ
う

真ま

さ
ま（
涌
谷
中
学
校
２

年
）・
和わ

田だ

善よ
し
と

さ
ま（
涌
谷
中

学
校
２
年
）

▼
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
in

あ
い
ち
宮
城
県
予
選
会
中
学

生
団
体
演
武
の
部
並
び
に
少

林
寺
拳
法
全
国
大
会
in
あ
い

ち
宮
城
県
予
選
会
組
演
武
中

学
女
子
の
部
、
第
72
回
宮
城

県
民
体
育
大
会
２
０
１
９
少

林
寺
拳
法
演
武
大
会
団
体
演

武
中
学
生
の
部
第
１
位　

松ま
つ

村む
ら

佳か

な

で奏
さ
ま（
涌
谷
中
学
校
２

年
）

【
令
和
３
年
度
】

▼
第
49
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
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株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

鎌か
ま

田た

製せ
い

作さ
く

所じ
ょ

代
表

取
締
役　

鎌か
ま

田た

耕こ
う

市い
ち

さ
ま
・

株
式
会
社
お
て
ん
と
さ
ん
代

表
取
締
役　

髙た
か

橋は
し

榮え
い

吾ご

さ
ま
・

新
み
や
ぎ
農
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長　

大お
お

坪つ
ぼ

輝て
る

夫お

さ
ま
・
株
式
会
社
ア
サ
ヒ
薬

局
代
表
取
締
役　

布ふ

施せ

清き
よ
し

さ

ま
・
遠
田
商
工
会
青
年
部
部

長　

引ひ
き

地ち

豊ゆ
た
か

さ
ま

▼
涌
谷
町
国
民
健
康
保
険
病

院
の
運
営
に
深
く
理
解
を
寄

せ
ら
れ
多
大
の
寄
付　

株
式

会
社
エ
コ
サ
ー
ブ
代
表
取
締

役　

齋さ
い

藤と
う

信ま
こ
と

さ
ま

［
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
の
協
力
］

▼
涌
谷
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
多
大
な
協
力　

医い

療り
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

社し
ゃ

団だ
ん

常じ
ょ
う

仁じ
ん

会か
い

東と
う

泉せ
ん

堂ど
う

病び
ょ
う

院い
ん

院
長　

鎌か
ま

田た

常つ
ね

明あ
き

さ

ま
・
医い

療り
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

米ま
い

谷や

医い

院い
ん

院

長　

米ま
い

谷や

則の
り

美み

さ
ま
・
医い

療り
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

社し
ゃ

団だ
ん

健け
ん

風ふ
う

会か
い　

宮み
や

野の

内な
い

科か

医い

院い
ん

院
長　

宮み
や

野の

雅ま
さ

光み
つ

さ

ま
・
涌わ

く

谷や

中ち
ゅ
う

央お
う

医い

院い
ん

院
長　

鎌か
ま

田た

啓け
い

さ
ま
・
わ
く
や
整せ

い

形け
い

外げ

科か

院
長　

大お
お

江え

桂け
い

成せ
い

さ
ま
・

医い

療り
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

社し
ゃ

団だ
ん

禄ろ
く

靜せ
い

会か
い

岡お
か

本も
と

病び
ょ
う

院い
ん

院
長　

小こ

林ば
や
し

直な
お

樹き

さ
ま
・

【
写
真
】

①
佐
藤
勝
見
さ
ま
②
冨
田
辰

郎
さ
ま
③
涌
谷
第
一
小
学
校

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
さ
ま
④

涌
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
さ

ま
⑤
遠
田
商
工
会
青
年
部
さ

ま
⑥
黄
金
自
治
会
天
平
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
整
備
事
業
さ
ま

▼
町
の
子
育
て
環
境
の
充
実

に
深
く
理
解
を
寄
せ
ら
れ
多

大
の
寄
付　

優ゆ

伊い

建け
ん

築ち
く

設せ
っ

計け
い

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

代
表　

伊い

藤と
う

裕ゆ

佳か

さ
ま

【
令
和
３
年
】

［
寄
付
］

▼
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
支
援
と
し
て
多
大
の
寄
付

華け

厳ご
ん

宗し
ゅ
う

大だ
い

本ほ
ん

山ざ
ん

東と
う

大だ
い

寺じ

別べ
っ

當と
う

　

狹さ

川が
わ

普ふ

文も
ん

さ
ま

▼
町
の
防
災
対
策
に
深
く
理

解
を
寄
せ
ら
れ
多
大
の
寄
付

　

富と
み

田た

敏と
し

夫お

さ
ま

▼
教
育
行
政
並
び
に
子
育
て

環
境
の
充
実
に
深
く
理
解
を

寄
せ
ら
れ
多
大
の
寄
付　

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

宮み
や

城ぎ

テ
レ
ビ
放ほ

う

送そ
う　

24
時じ

間か
ん

テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ

委い

員い
ん

会か
い

さ
ま

▼
教
育
行
政
の
運
営
に
深
く

理
解
を
寄
せ
ら
れ
多
大
の
寄

付　

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

七し
ち

十じ
ゅ
う

七し
ち

銀ぎ
ん

行こ
う

代
表
取
締
役　

小こ

林ば
や
し

英ひ
で

文ふ
み

さ

ま
・
涌
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
会
長　

浅あ
さ

野の

健け
ん

さ
ま

▼
涌
谷
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
深
く

理
解
を
寄
せ
ら
れ
多
大
の
寄

付　

三さ
ん

和わ

工こ
う

業ぎ
ょ
う

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

代

表
取
締
役　

三み

浦う
ら

隆り
ゅ
う

次じ

さ
ま
・

つ
の
だ
眼が

ん

科か

院
長　

角つ
の

田だ

雅ま
さ

宏ひ
ろ

さ
ま
・
医い

療り
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

社し
ゃ

団だ
ん

や

ま
と
や
ま
と
在ざ

い

宅た
く

診し
ん

療り
ょ
う

所じ
ょ

大お
お

崎さ
き

院
長　

大お
お

藏く
ら

暢と
お
る

さ
ま
・
一い

っ

般ぱ
ん

財し
ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

宮み
や

城ぎ

県け
ん

成せ
い

人じ
ん

病び
ょ
う

予よ

防ぼ
う

協き
ょ
う

会か
い

理
事
長　

田た

中な
か

徹と
お
る

さ
ま
・
医
師　

勝か
つ

沼ぬ
ま

榮し
げ

明あ
き

さ

ま
・
医
師　

桜さ
く
ら

井い

充み
つ
る

さ
ま
・

株
式
会
社
エ
コ
サ
ー
ブ
代
表

取
締
役　

齋さ
い

藤と
う

信ま
こ
と

さ
ま

［
隠
れ
た
地
域
の
善
行
者
］

▼
多
年
に
わ
た
り
行
政
区
長

を
務
め
な
が
ら
行
政
区
全
体

の
安
全
と
環
境
美
化
に
尽
力

さ
れ
た
功
績　

佐さ

藤と
う

浩ひ
ろ
し

さ
ま

▼
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
環

境
美
化
や
清
掃
活
動
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
功
績　

佐さ

藤と
う

直な
お

記き

さ
ま

▼
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
環

境
美
化
や
清
掃
活
動
、
住
民

相
互
の
親
睦
・
融
和
に
尽
力

さ
れ
て
き
た
功
績　

黄こ

金が
ね

自じ

治ち

会か
い

天て
ん

平ぴ
ょ
う

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

整せ
い

備び

事じ

業ぎ
ょ
う

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う　

大お
お

平だ
い
ら

南な
み

雄お

さ
ま

①

④⑤⑥

②③

に
じ
ゅ
う
よ
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７
月
２
日（
金
）に
、
涌
谷

中
学
校
で
令
和
３
年
度
の
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
夏
休
み
明
け
の
９

月
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
前
倒
し
で

開
催
。
種
目
は
昨
年
に
続
い

て
限
定
し
、
各
学
年
の
オ
ー

ル
メ
ン
バ
ー
リ
レ
ー
と
学
年

種
目
、
縦
割
り
の
応
援
合
戦

の
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
日
の
開
催
に
も
か
か
わ

ら
ず
訪
れ
た
保
護
者
の
声
援

を
背
に
、
校
庭
を
駆
け
抜
け

て
い
ま
し
た
。

《
写
真
解
説
》

①
各
チ
ー
ム
の
団
長
に
よ
る

宣
誓
②
１
位
で
の
ゴ
ー
ル
に

歓
喜
③
④
⑤
勝
利
へ
の
思
い

も
バ
ト
ン
に
の
せ
た
オ
ー
ル

メ
ン
バ
ー
リ
レ
ー
⑥
一
致
団

結
消
毒
ハ
リ
ケ
ー
ン（
１
学

年
種
目
）⑦
跳
べ
、
明
日
へ
！

（
２
学
年
種
目
）⑧
馬
ノ
リ
ノ

リ
♡
リ
レ
ー（
３
学
年
種
目
）

⑨
⑩
⑪
団
結
力
が
問
わ
れ
た

応
援
合
戦

ア
メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
、
コ
ロ
ナ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
。

令
和
３
年
度
涌
谷
中
学
校
運
動
会

バ
ト
ン
ヲ
、
ツ
ナ
ゲ
！

オ
ー
ル
メ
ン
バ
ー
リ
レ
ー

①

②

③④

⑤



コ
コ
ロ
ヲ
、
ヒ
ト
ツ
ニ
！

学
年
種
目

キアイ、ミナギル！

応援合戦
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子どもの丘子育て支援センター開設記念
あきらちゃん・ジャンプくんコンサート
　7月10日（土）に、わくや天平の湯に隣接する子ども
の丘子育て支援センターにおいて、子育て支援セン
ターの開設を記念したコンサートが開かれました。
　このコンサートは、子どもたちに人気の「ラーメン
たいそう」で知られるあきらちゃんとジャンプくん
によるもので、事前申込した10組26人の親子が参加。
子育て支援団体「わくやdeあそ部」も運営に参加し、
会場に集まった全員で笑顔になれるひと時を楽しみま
した。

国道108号線を花で彩る
11区コスモスクラブが花壇を整備
　6月26日（土）に、老人クラブ11区コスモスクラブの
皆さんが、涌谷町花勝山から石巻方面につながる国道
108号線沿いにある花壇の草取りやサルビア・マリー
ゴールドの苗を移植しました。
　この花壇は長年にわたって11区コスモスクラブの
皆さんが通行するドライバーの目を楽しませようと整
備してきたものです。コロナ禍の影響で地域で集まる
機会が減少する中、額に汗しながら久しぶりの交流を
楽しみました。

ギガファームに向けて稼働開始
大型自動搾乳機が竣

し ゅ ん

工
こ う

しました
　6月28日（月）に、涌谷町成沢地区にある岩崎牧場に
おいて、新たに導入された大型自動搾乳機「ロータリー
パーラー」や牛舎の増築などの完工を記念した竣工式
が行われました。
　ロータリー搾乳ロボット「DAILY PRO Q」は本州
初の設備で、生乳の年間出荷量1万トンを超えるギガ
ファーム化を実現するものです。式典で岩

い わ

崎
さ き

喜
き

市
い ち

代表
は「家族でさらに頑張っていきたい」と抱負を述べま
した。

コミュニティ地域防災育成助成事業
新丁頭自治会でお披露目会
　6月27日（日）に、新丁頭ふれあいセンターにおいて、
財団法人自治総合センターの令和3年度コミュニティ
地域防災育成助成事業を受けて整備された防災資機材
のお披露目会が開かれました。
　今回整備された防災資機材は、防災機材倉庫をはじ
め、災害用リヤカー、災害用車いす、防災用ヘルメッ
トで、新丁頭ふれあいセンターに収納され、有事の際
に、地域で活用されることとなっています。
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